
 



 

 

 

 

 

 

 

この夏に「夢」実現 

大好きな野球を愛する後輩達。練習の前に

一枚。「笑顔」で、練習に取り組む姿勢は素晴

らしくなりました。春の大会の「悔しさ」を持ち

続けていれば・・！夏に吉報を！期待します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

藤田光明 前部長（高野連前理事長） 

今年の３月に定年退職。宇工野球部の為に

ご尽力いただきました。心より感謝申し上げま

す。再任用で鹿沼商工高勤務になりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

練習風景 

紅白戦で、女子マネージャーが撮影！ 

アウト？セーフ？ 素晴らしい１枚。選手は、

コロナ渦中頑張ってます。応援行きましょう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＯＢ ｄay ゴルフコンペ 

令和２年 11月 28日（土） 皐月ＧＣ鹿沼Ｃ   

山中芳雄様のご尽力に感謝です。盛大に

行うことができました。早朝お疲れ様でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＯＢ ｄａｙ 親善試合 

令和２年１１月２９日（日） 宇都宮工高Ｇ 

「ほっこり」とした時間を過ごせました。 

お体大丈夫でしたか！ハッスルプレー！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＯＢ ｄay 親善試合 

ＵＫクラブ VS 卒業生 

卒業生と交流を持てました。是非、今度の

総会に参加してください。先輩方は快く迎え

てくれますよ！楽しみです。 

 

 

 

ＯＢ ｄａｙ ゴルフコンペ スコア一覧 

皐月ＧＣ鹿沼Ｃで、２６名の方が参加していただきました。東～北・南～

東と分けてスタート！笹崎様を始め、多くの方から商品提供していた

だきました。コロナ渦ではありますが、ソーシャルディスタンスを保ちな

がら、最後は表彰式を実施。今後も「継続」していきたいと思いますの

で、一人でも多くの方々に参加していただきたいと思います。今年のゴ

ルフコンペ日程は！予定を調整して下さい。 

 令和３年１１月２７日（土） ゴルフコンペ （場所は後日案内） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＵＫクラブの活躍に期待 

真ん中にＵＫクラブの加藤健太選手が

なんと！・・・「ポスター」になりました。一

つでも多くの勝利を期待します。若いＯＢ

の方で硬式野球をやりたい方がいました

ら是非入部して下さい。心よりお待ちして

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＯＢ会新入会員進路先一覧 

25名とマネージャー２名の 27名が入会しました。先輩方も「大きな心」と

「温かい気持ち」で迎え入れてください。「一枚岩」となるＯＢ会を目指してい

きましょう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

部室のロッカー 

ＯＢ会から援助していただきました。選手達も喜んで 

使用しています。ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

ＯＢ会入会式 

令和３年２月２６日 

本校グラウンドにて 

２７名（ＭＧ２含む） 

新入会員よろしく 

お願いします。 

 

 

昨年度卒業生27名 それぞれに新たなスタートを 



大森監督が選手へのミーティング資料の抜粋 

今の時代は！新生活スタイルは！  ～時間をかけることの素晴らしさ～ 

今の時代は、かなり便利になり過ぎている。携帯で何でも購入できる。例えば、何かを購入する際、お店に行かずにすぐ買える。次の日には家に

届く時代！確かにとても便利だ。世の中、安易にすべてが手に入る時代である。しかし、野球で言うならば、安易に技術を身につけ勝利し「甲子

園」へとは決してならない。クリックして「技術」は購入できない。クリックして「勝利」も購入できない。届かない、買うことはできないのだ。 

 歌にたとえてみよう。ボイストレーニングを行い、練習を積み重ね、コンクールや大会に出場する。心を込めて人の心に届くように歌う。すると人

に伝わり涙する。楽器もそうだ。お客さんはその歌や、演奏をホールまで足を運び聞きに行く。大変すばらしい。 

 時間をかけて行う何かが「とてつもない素晴らしさ」だ！と最近思うようになった。時間をかけ努力し、いつの間にか「できるようになった」と思える

身近な「目標」の達成感は、その人間にとって嬉しいことであり、成長した自分と実感するであろう。 

じっくり「腰を据えて」何かに打ち込み、時を忘れ、時間をかけ、人と接しながら成長していく。そして、野球ならば努力した証を、成長した自分を、自

信に満ちあふれた自分を、試合で披露し、試すことが人の「心」を動かすのではないか？高校生が必死になり、「勝つ」という事だけに夢中に野球

をする。負けても「恥じること」など一つもない。勝利してもおごらず、勝利しても何一つ偉くもないのだ。忘れてはいけない。野球を指導する上で、

時間をかけずに、大人が手をかけずに、目の前の試合に勝つことだけにとらわれてしまった場合は、決していいチームにはならない。 結果は、な

かなかすぐには見えないが、良き結果になるよう一日を過ごすのだ。時間をかけて！ 

 

～コロナ渦のスタイルチェンジ～ 

 ２０２０から２０２１の現在まで、世界中が「コロナ渦」に巻き込まれ、暗いニュースばかりである。昨年の３月～５月にかけての「全国一律の休校」

今でも、たくさんの制限があり、選手にとって大切な「練習」ですら２時間程度。土・日曜日は３時間程度など。本校では、この短時間で「効率の良

い出来る範囲で精一杯」を合い言葉にベストを尽くしていると思う。上記にも示したが、時間をかけることの素晴らしさを伝えたが、この「時間」を納

得いくまで費やせない。それじゃ「人に感動」を与えることすらできないのか？いや、「感動の押し売り」ではいけないのいだ。本当に難しい。 

マスク、手指消毒、食事などの会話、検温など生活スタイルのチェンジが当たり前になっている。この「スタイルチェンジ」を窮屈に思うか、思わ

ないかは人それぞれ。高校時代の多感なこの時期に、沢山の制約があるのは理解するが、互いに「言い訳」せず「前を向いて」いこうじゃないか！ 

いまだに「部活動禁止」の近隣県もあるのだ。この「時間」の使い方を、どう使うかにかかってくる。準備・下準備をし、効率を意識し、練習の「質」

を上げ「質が練習量」を超えることを信じ、日々を過ごしていくべきである。「甲子園」という「目標」は、逃げなのだ。「甲子園で勝つ」イメージを膨ら

ませ、ぶれずに「努力」を重ねて行こう。春、そして夏に「いい思い」が出来るように！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

会員の皆様が、快くＯＢ会の行事等に参加できる「令和」に沿った新しいＯＢ会を目指

して行きたいと思います。後輩の選手を、心から応援し、会員の親睦をより一層深めたいと

考えます。何卒ご協力お願い申し上げます。                  


